
進化期の学生募集・入試とＡＯ  2003年 5月 14日(水) 

時 間 講 義 項 目 

9：40 

～ 

11：00 

□  ユニバーサル期の大学入試と説明責任 
～アドミッションポリシー、入試ポリシーと情報公開～ 

独立行政法人大学入試センター   鬼島 康宏   

１．アドミッションポリシー（入学者選抜方針）の現状と課題 

２．大学入試センター試験の課題と展望 

(1) 新高等学校学習指導要領と入試（リスニングテストの導入問題など） 

(2) 大学個別試験とセンター試験のあり方、展望 

 ３．入試と情報公開（入学者選抜のあり方の変革） 

    〈質疑応答〉  

11：10 

～ 

12：40 

□  高校・大学の教育接続と大学入試の構造転換 

～高校生の学力・適性評価とプレースメントテストの役割～ 

   メディア教育開発センター   小野 博   

 １．日本と米国の高大連携の特徴 

 ２．大学生の日本語力調査と学力低下問題 

３．中学生・高校生の基礎学力調査結果 

 ４．大学生の基礎学力測定用のプレースメントテストの開発 

 ５．プレースメントテストの役割とリメディアル教育  

～米国の事例を参考に 

                           〈質疑応答〉  

昼 食 

13：40 

～ 

15：00 

□ [早稲田大学理工学部] 創成入試の導入と実際 

～各学科の工夫による“創成力”の評価～ 

早稲田大学  中里 弘道   

１．早大理工学部の教育理念と創成入試 

２．育みたい学生像 

３．各学科の選考方法の特徴 

４．実施状況 

５．今後の検討課題                   〈質疑応答〉 

5：10 

～ 

16：40 

□ [桜美林大学] アドミッションスタッフによる AO選抜の“進化”と実際 

～米国 AO方式の理念・手法による取組み～ 

  桜美林大学   後藤 彰寛 ／ 出光 直樹   

１．米国大学の入学者選抜 

(1) 募集活動       (2) 出願方式      (3) 選考方法 

２．桜美林大学における新たなる取組み 

(1) アドミッションスタッフによる選抜 

(2) 書類選考の実際    (3) 今後の展望        〈質疑応答〉 

 


